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【問 １】 

 

次の文章の内容と合致するものとして最も適当なものを次の１～５のうちから一つ選べ。 

 

「カワイイ」という日本語が独特の意味を帯び、やがて特定の美意識の種類を表すように

なってどのくらい経つだろうか。今ではすっかり世界に広まって、現代日本文化の一大特色

をさす言葉として定着したようである。 

おそらくもとは少女漫画の主人公の風貌に始まり、しだいに若い女性の化粧や服装へと

波及したこの趣味は、恐るべき規模と速度で世界に影響をおよぼしつつある。少女漫画その

ものが一世を風靡
ふ う び

したのはもちろん、「カワイイ」タレント集団も各地で模倣されているし、

秋葉原のカリスマ・モデルに会うためにイタリアから訪れる少女まで現れた。 

うっかりすると日本文化の代名詞にされかねない流行だが、いったいことの本質はどう

理解すればよいのだろうか。「カワイイ」と日本文化とは、本来、どんな関係があって、な

ぜこれが世界で普遍性を獲
え

たのだろうか。企業や政府の広報関係者もこの流行に関心を示

しつつあるおりから、一度は掘り下げて考えておいてもよい問題かもしれない。 

奇を衒
てら

うように響くだろうが、私は「カワイイ」の本質は模倣文化だと考えている。少女

漫画を開けば明らかなように、顔が小さく目が異様に大きく、色白で唇の薄いあの容貌は、

短胴長脚の体型とともに、どう見ても日本人のものではない。あれは近代以後、日本人が西

洋人形や映画を見て憧れ、化粧や服装を通じて模倣しようとした美人の戯画そのものであ

る。そして忘れてはならないのは、その模倣の過程でもとの西洋美人が変形され、映画スタ

ーの威厳が和らげられて、より可憐な対象に修正されたということだろう。 

たまたま二十世紀の末から、世界の大衆文化が一段と力を強め、人が偉大なスターを仰ぎ

見るよりも、凡庸
ぼんよう

なアイドルを愛玩することを喜ぶようになったという事情もあった。高貴

な淑女からカワイイ少女へ、日本人が行った西洋美人の凡庸化は、まさにこの大衆文化に向

かう好みに的中したのであった。 

ちなみに日本文化の世界進出にあたって、似たような模倣による変形が功を奏した例は

食文化にも見られる。日本のレトルト・カレーは中国でも好評だが、カレーは本来、日本人

が英国経由でインドから学んだものであった。また日本のラーメンは世界市場を制覇しつ

つあるが、これも中国の麺を日本人が和風化することで世界に広めたと言える。 

なぜこんなことが起こるのか不思議だが、思い浮かぶのは植物界に「雑種強勢」という現

象が見られることである。植物の雑種第一代はしばしば親よりも強く、繁殖力にも優れてい

ると言われる。どうやら文化にも似た性質があって、模倣文化は異質な趣味を併せ吞むこと

によって、もとの文化よりも普遍化しやすい性質を持つのではなかろうか。 

歴史を振り返っても、後に力強く普遍化した文化はすべて混淆
こんこう

文化であった。古典ギリシ

ャはアテネを中心に成熟したが、アテネ文化は地中海の多様な都市文化の混合体であった。

近代の西洋文化は世界を支配したが、Ｅ・Ｌ・ジョーンズという学者によれば、西洋は複数
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の国家が併立しながら発展してきた。併立する国家は互いに文化的に影響しあい、異質文化

をたえず混淆し移植することによって、全体として強くなったという。 

今後の日本人が伝統文化を愛し、それを守ろうと努めるのはよい。だがそれはあくまでも

文化の世界化の手段であり、種の多様性の保存のためであることを忘れてはなるまい。 

出典：山崎正和『日本人はどこへ向かっているのか』 

 

１ 「カワイイ」という美意識が世界に広まったのは、模倣文化が異質な趣味を併せ吞

むという性質であることによるといえる。 

２ 日本文化の代名詞となった「カワイイ」という美意識は、少女漫画の主人公の風貌

から形成されていったものである。 

３ 食文化において模倣による変形が功を奏したことを先例としてこれに従い、模倣文

化といえる「カワイイ」が世界に広まったといえる。 

４ 「西洋美人の凡庸化」により映画スターが可憐な存在になったことで、日本人は凡

庸なアイドルを好むようになったといえる。 

５ 日本人が「カワイイ」を好むのは、模倣文化こそが普遍化する文化であると知って

おり、西洋で複数の国家が併立するように、混淆する文化を求めて発展してきたため

である。 
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【問 ２】 

 

文中の下線部の漢字の使い方が正しいものはどれか。次の１～５のうちから一つ選べ。 

 

 １ 静かな秋の夜、名月を鑑賞する。 

２ 指導者としての責任を追求する。 

３ 彼の作品は野生的な感じがする。 

４ 駅までの所用時間は 30分程度です。 

５ ある企業の経営の実態を調査する。 
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【問 ３】 

 

次の文章の内容に合致するものとして最も適当なものを次の１～５のうちから一つ選べ。 

 

The problem with meritocracy* is not only that the practice falls short of the ideal. 

If that were the problem, the solution would consist in perfecting equality of 

opportunity, in seeking a society in which people could, whatever their starting point 

in life, truly rise as far as their efforts and talents would take them. But it is doubtful 

that even a perfect meritocracy would be satisfying, either morally or politically.  

Morally, it is unclear why the talented deserve the outsize* rewards that market-

driven societies lavish* on the successful. Central to the case for the meritocratic 

ethic is the idea that we do not deserve to be rewarded, or held back, based on factors 

beyond our control. But is having (or lacking) certain talents really our own doing? 

If not, it is hard to see why those who rise thanks to their talents deserve greater 

rewards than those who may be equally hardworking but less endowed with the gifts 

a market society happens to prize.  

Those who celebrate the meritocratic ideal and make it the center of their political 

project overlook this moral question. They also ignore something more politically 

potent: the morally unattractive attitudes the meritocratic ethic promotes, among 

the winners and also among the losers. Among the winners, it generates hubris*; 

among the losers, humiliation* and resentment*. These moral sentiments are at the 

heart of the populist uprising* against elites. More than a protest against 

immigrants and outsourcing, the populist complaint is about the tyranny of merit. 

And the complaint is justified.  

The relentless emphasis on creating a fair meritocracy, in which social positions 

reflect effort and talent, has a corrosive effect* on the way we interpret our success 

(or the lack of it). The notion that the system rewards talent and hard work 

encourages the winners to consider their success their own doing, a measure of their 

virtue—and to look down upon those less fortunate than themselves. 

Meritocratic hubris reflects the tendency of winners to inhale* too deeply of their 

success, to forget the luck and good fortune that helped them on their way. It is the 

smug* conviction of those who land on top that they deserve their fate, and that 

those on the bottom deserve theirs, too. This attitude is the moral companion of 

technocratic politics. 

A lively sense of the contingency* of our lot conduces to a certain humility: “There, 

but for the grace of God, or the accident of fortune, go I.” But a perfect meritocracy 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この問題は、著作権の関係により掲載できません。 

 



- 5 - 

 

banishes all sense of gift or grace. It diminishes* our capacity to see ourselves as 

sharing a common fate. It leaves little room for the solidarity that can arise when we 

reflect on the contingency of our talents and fortunes. This is what makes merit a 

kind of tyranny, or unjust rule. 

Michael J. Sandel,『The Tyranny of Merit』 

 

meritocracy* …能力主義   outsize*  …巨額な  lavish*  …与える 

hubris* …おごり      humiliation* …屈辱    resentment* …怒り   

uprising* …反乱    corrosive effect* …腐食作用  inhale* …吸い込む  

smug* …独りよがりの    contingency* …偶然性  diminish* …損ねる 

 

 

１ 能力主義の理想を称賛し、自らの政治的プロジェクトの中心に置く人々は、道徳的

問題を過大評価している。 

２ 市場主導型の社会において、努力し、成功した者が巨額の報酬を得るのは、誰が見

ても当然のことである。 

３ 完全な能力主義は、市場主導型の社会において、人々に平等に機会を与え、そのこ

とが経済的な発展をもたらしている。 

４ 自分の成功を努力だけでなく幸運に助けられたものだと考えることができれば、謙

虚になり、他の人々と連帯できる。 

５ 能力や才能は、努力によって獲得できるものであり、能力や才能に恵まれないのは

個人の努力不足と言える。 
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【問 ４】 

 

ある品物を８個仕入れて原価より 40％高い定価で売ったところ、３個が売れた。次に残

り５個を定価から 30％引きにしたところ全て売れ、総利益は 13,200円となった。仕入れ時

の総額として正しいものはどれか。次の１～５のうちから一つ選べ。 

 

１  12,000円 

２  15,000円 

３  64,000円 

４  96,000円 

５ 124,000円 
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【問 ５】 

 

ＡからＣに行くのに、途中のＢまでは自転車で毎分 300ｍの速さで、ＢからＣまでは徒歩

で毎分 120ｍの速さで行くと、合計 18 分かかる。またＡからＣまで毎分 240ｍの速さで走

って行っても 18分かかる。ＡからＢまでの距離は何ｍか。次の１～５のうちから一つ選べ。 

 

１ 2,700ｍ 

２ 3,200ｍ 

３ 3,600ｍ 

４ 3,900ｍ 

５ 4,200ｍ 
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【問 ６】 

 

次の図のように底面が縦２cm、横５cmの長方形で、高さが３cmの直方体がある。この直

方体の向かい合った頂点ＰからＱへ、表面にそって赤、白、青の糸を、それぞれ最も短くな

るように張った。このとき、糸の長さについて正しく述べているものはどれか。次の１～５

のうちから一つ選べ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 糸の長さはすべて等しい。 

２ 赤と青の糸の長さは等しく、白の糸が最も短い。 

３ 赤と青の糸の長さは等しく、白の糸が最も長い。 

４ 長さはすべて異なり、白の糸が最も短い。 

５ 長さはすべて異なり、赤の糸が最も長い。 

  

Ｐ 

Ｑ 

5cm 

3cm 

2cm 

青 

白 

赤 
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【問 ７】 

 

金色の包み紙、銀色の包み紙、紺色の包み紙と、同じく金色、銀色、紺色のリボンが多数

用意されている。20 人の人がこの中から、好きな色の包み紙とリボンを１つずつ選んだと

ころ、次のような結果になった。 

 

「包み紙の色と同じ色のリボンを選んだ人は１人もいなかった」 

「金色の包み紙を選んだ人は５人だった」 

「包み紙かリボンのどちらかに銀色のものを選んだ人は 10人いた」 

「紺色の包み紙と金色のリボンを選んだ人は８人いた」 

 

このことから、金色の包み紙と紺色のリボンを選んだ人は何人か。次の１～５のうちから

一つ選べ。  

 

１ １人 

２ ２人 

３ ３人 

４ ４人 

５ ５人 
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【問 ８】 

 

次の表は、火災被害の状況の推移を示したものである。この表から確実にいえることとし

て、最も適当なものを次の１～５のうちから一つ選べ。 

 

火災被害の状況 

 1980年 1990年 2000年 2010年 2020年 

出火件数（件） 59,885 56,505 62,454 46,620 34,691 

建物火災 38,014 34,768 34,028 27,137 19,365 

林野火災 4,120 2,858 2,805 1,392 1,239 

車両火災 3,773 6,173 8,303 5,042 3,466 

焼損面積      

建物火災（千 m2） 2,128 1,674 1,594 1,187 1,015 

林野火災（a） 530,685 133,325 145,451 75,549 44,885 

損害額（百万円） 150,707 148,458 150,426 101,762 103,739 

建物損害額 144,991 142,088 139,988 94,195 97,378 

林野損害額 2,081 467 708 71 201 

車両損害額 1,419 3,291 4,032 3,533 2,134 

り災世帯数（世帯） 37,948 32,853 30,999 23,865 17,931 

死者（人） 1,947 1,828 2,034 1,738 1,326 

負傷者（人） 8,049 7,097 8,281 7,305 5,583 

  ※「出火件数」の件数や「損害額」の金額には、表中に示されていないその他の値を 

含むため、各々表記されている内数の合計と一致しない。 

 

１ 出火件数に占める「建物火災」の割合は、表中のいずれの年も 60％を超えている。 

２ 車両火災の件数の増加率について、前回（10年前）と比較すると、表中では 2000年

の増加率が最も大きい。 

３ 車両損害額を車両火災の件数で割った１台当たりの損害額についてみると、2010年

は 2000年より 20万円以上高い。 

４ 林野火災の面積当たりの損害額について調べると、2020年より 1980年の方が高い。 

５ 表中に示された年のうちで、負傷者数が死者数の５倍を超えたのは１回である。 
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【問 ９】 

 

次のグラフと表は、それぞれ 2021年における日本の原油の輸入先と、世界の原油生産を

示したものである。これらのグラフ及び表からいえることとして、最も適当なものを次の１

～５のうちから一つ選べ。 

 

世界の原油生産（単位 万ｋL） 

 

 

 

 

 

 

１ 日本の原油の輸入先についてみると、クウェートとカタールの２国合計で 3000万ｋ

Ｌを超えている。 

２ 日本の原油の輸入先の上位４位までで 90％を超えているが、世界の原油生産のうち、

中東が占める割合は 30％未満である。 

３ 世界の原油生産についてみると、アメリカとカナダの２国合計が世界計に占める割

合は 25％を超えている。 

４ サウジアラビアが日本に輸出している原油の量（＝日本の輸入先のうち、サウジア

ラビアからの輸入量）は、同国の生産量の９％程度である。 

５ アラブ首長国連邦が日本に輸出している原油の量（＝日本の輸入先のうち、アラブ

首長国連邦からの輸入量）は、同国の生産量の 25％を超えている。 

 

 

国 量 

アメリカ合衆国 96,252 

サウジアラビア 63,570 

ロシア 63,512 

カナダ 31,506 

イラク 23,808 

中国 23,179 

アラブ首長国連邦 21,287 

イラン 21,009 

ブラジル 17,336 

クウェート 15,906 

 …   

世界計 521,600 

うち中東 163,403 

サウジ 
アラビア 
39.7％ 

１億 
4431万 kL 

アラブ 
首長国連邦 

34.7％ 

クウェート 
8.4％ 

カタール 
7.6％ 

その他 
6.0％ 

ロシア 
3.6％ 

原油の輸入先 
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【問 １０】 

 

次のグラフは海上輸送貨物の内訳（2021年）をまとめたものである。これらのグラフか

ら正しくいえることとして、最も適当なものを次の１～５のうちから一つ選べ。 

なお、金額は輸送費用ではなく貿易額（輸出額、輸入額）である。 

 

１ 電気製品の輸出額は、５兆 5000億円を超えている。 

２ 原油の輸入額は、機械類の輸出額の 35％未満である。 

３ セメント１トン当たりの輸出額は 5000円未満である。 

４ 農作物の輸入額は、9000万円以上、１兆円未満である。 

５ 石炭、原油、液化ガスの輸入量の合計は４億トンを超えている。 

 

  

銅鉱 2.4％ 

電気製品 0.9％  
輸出 

56 兆 
3314 億円 

鉄鋼 21.9％ 

  

1 億 5556 万ｔ 8.1％ 

  
乗用車 3.2％  

その他 58.5％  

機械類 33.3％ 

  

9.5％ 

  

乗用車 
16.7％  その他 33.7％ 

セメント 0.1％ 

59 兆 
7932 億円 

石炭 26.1％ 

  

7 億 61 万ｔ 12.1％ 

  

石炭 
4.6％  

その他 24.7％  

11.6％

を 

8.4％ 

  

原油 
17.4％
  

その他 68.0％ 

輸入 

鉄鉱石 
16.1％  

液化ガス 

農作物 3.6％  

液化ガス 

原油 

鉄鉱石 
 3.3％  

農作物 1.7％ 

セメント 7.4％ 

機械類 

  

鉄鋼 6.7％ 電気製品 
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【問 １１】 

 

社会権と参政権・請求権に関する記述として、最も適当なものを次の１～５のうちから一

つ選べ。 

 

１ 日本国憲法は、国に対し、生存権を実現するための社会保障政策を積極的に推進す

べきことを義務付けている。 

２ 日本国憲法第 25 条の生存権の保障については法的権利説とプログラム規定説があ

り、朝日訴訟では法的権利説が採用された。 

３ 日本国憲法では、すべての国民に、その能力の差を問うことなく、等しく教育を受

ける権利を保障している。 

４ 日本国憲法は勤労の権利を保障しており、納税は国民の義務であるが、勤労は義務

ではない。 

５ 国や地方自治体に対して希望を述べる請願権の行使は、その影響の及ぶ地域に居住

し選挙権をもつ住民に限定して保障される。 
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【問 １２】 

 

外国為替市場に関する記述として、最も適当なものを次の１～５のうちから一つ選べ。 

 

１ 為替レートの変動が激しいとき、中央銀行がインターバンク市場に介入し、銀行な

どと外貨の売買を行う公的介入（為替介入）は、現在は国際ルールで禁止されている。 

２ 為替変動要因の購買力平価説とは、二国間の通貨の購買力によって、為替レートが

決定されるという考え方のことである。 

３ 円高のメリットとしては、輸出品の価格が下がり、輸出企業にとって有利になると

いう点が挙げられる。 

４ 円安のデメリットとしては、外貨預金や海外資産の価値が目減りするほか、日本企

業の海外進出が増え、産業の空洞化が起こることが挙げられる。 

５ 為替レートの変動要因について考えると、日本の金利が下がることや、日本国内の

物価が上がることは、円高を誘発する動きである。 
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【問 １３】 

 

環境問題に関する記述として、最も適当なものを次の１～５のうちから一つ選べ。 

 

１ レイチェル・カーソンは著書『宇宙船地球号』において、農薬などの化学物質が環

境に与える危険性を訴えた。 

２ 気候変動に対してとるべき対策の「適応」「緩和」のうち、たとえば温室効果ガス

の排出量が少ない効率的な発電システムを普及させることなどは「適応」に該当する。 

３ フロンガスによるオゾン層の破壊は、21世紀に入ってから問題が可視化されるよう

になり、京都議定書の制定でフロンガス製品の生産や消費が初めて規制された。 

４ 2010年に採択された名古屋議定書では、生物資源を使った製品から得られた利益を、

資源の原産国と利用国で公平に分けるための手続きが定められた。 

５ パリ協定は二酸化炭素削減のための国際的な取り決めで、先進国、発展途上国問わ

ずすべての国が参加しているが、発展途上国は二酸化炭素の削減義務国となることを

免除されている。 
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【問 １４】 

 

近現代の思想に関する次のＡ～Ｄの記述のうち、適当なもののみを全て挙げた組合せを

次の１～５のうちから一つ選べ。 

 

Ａ デカルトは、いくつかの個別の事例の中から普遍的な規則・法則を見出そうとする

推論方法である帰納法を提唱した。 

Ｂ アーレントは、ナチズムなどの全体主義を批判し、正義を実現するためには他者と

共に意見を交換し合える場が必要だと説いた。 

Ｃ インドの経済学者センは、貧困とそのための福祉を経済学で分析したことがたたえ

られ、ノーベル経済学賞を受賞した。 

Ｄ フランスの社会学者コントは、経験をこえた知識を否定し、観察や実験によって検

証できる現象だけを知識の対象とするプラグマティズムを唱えた。 

 

１ Ａ、Ｂ 

２ Ａ、Ｃ 

３ Ｂ、Ｃ 

４ Ｂ、Ｄ 

５ Ｃ、Ｄ 
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【問 １５】 

 

鎌倉時代末期から室町時代の文化に関する記述として、最も適当なものを次の１～５の

うちから一つ選べ。 

 

１ 『方丈記』は、鎌倉時代末期に、吉田兼好が遁世の生活の中での見聞や思いを軽妙

に著した随筆集である。 

２ 田楽や猿楽を基にして能が大成され、特に観阿弥・世阿弥親子は足利義満の保護を

受けて、多くの謡曲を書いた。 

３ 堺出身の千利休が、「わび」の精神に基づいて侘茶の様式を完成させ、大名や家臣、

豪商の間で茶の湯が流行した。 

４ 俵屋宗達が屏風絵で、本阿弥光悦が書・蒔絵・陶芸など様々な分野で才能を発揮す

るなど、京都の町人が文化の担い手となった。 

５ 人形浄瑠璃が全盛期をむかえ、特に『曾根崎心中』など近松門左衛門の作品が竹本

義太夫らによって語られて人気を得た。 
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【問 １６】 

 

ラテンアメリカに関する記述として、最も適当なものを次の１～５のうちから一つ選べ。 

 

１ ラテンアメリカ各国はスペイン語を使う国が多いが、ブラジルの公用語はポルトガ

ル語である。 

２ コロンブスが西インド諸島に到達する前、メキシコにはナスカ文化などの後インカ

帝国が成立しており、ペルーにはマヤ文明の後にアステカ王国が成立していた。 

３ ヨーロッパ系の入植者とプランテーション開発で強制移住させられたアフリカ系の

民族間での混血をメスチーソといい、特にアンデスや中央アメリカで人口比率が高い。 

４ 肥沃な大草原が広がるアルゼンチンのセルバでは肉牛の放牧や小麦の生産が盛んで、

アマゾン川流域の熱帯林が広がるパンパでは、焼畑農業が行われている。 

５ ラテンアメリカでは、かつては第一次産品の生産だけでなく、工業製品の輸出など

が行われていたが、20世紀半ば以降は一部の農産物や鉱山資源の輸出に依存したモノ

カルチャー経済が進められている。 
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【問 １７】 

 

遺伝情報とタンパク質の合成に関する記述として、最も適当なものを次の１～５のうち

から一つ選べ。 

 

１ セントラルドグマとは、遺伝子の発現において、遺伝情報がＤＮＡからＲＮＡを経

てタンパク質へ一方向に流れるという考え方のことをいう。 

２ 遺伝子の発現において、ＤＮＡの塩基配列を写し取りながらＲＮＡがつくられる過

程を翻訳、ＲＮＡの塩基配列がアミノ酸配列に読み替えられ、タンパク質が合成され

る過程を転写という。 

３ タンパク質は鎖状につながった多数のグリコーゲンで構成されており、タンパク質

の種類により、その配列の仕方が決まっている。 

４ ＲＮＡはＤＮＡと同様にヌクレオチドが多数連結した鎖状の分子で、通常二重らせ

ん構造で存在する。 

５ ＤＮＡとＲＮＡを比べると、ヌクレオチドの糖がデオキシリボースかリボースとい

う違いがあるほか、塩基のうちアデニン、グアニン、チミンは同じであるが、ＤＮＡ

のシトシンの代わりにＲＮＡにはウラシルが含まれるという違いがある。 
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【問 １８】 

 

化学結合に関する次のＡ～Ｄの記述のうち、適当なもののみを全て挙げた組合せを次の

１～５のうちから一つ選べ。 

 

Ａ 二酸化炭素分子では、炭素原子と酸素原子がそれぞれの間で不対電子を３個ずつ出

し合い、三重結合している。 

Ｂ エタノール、ヘキサン、ベンゼン、二酸化炭素、アンモニアは有機化合物であり、

塩化水素、酸素、水素、メタン、酢酸は無機物質である。 

Ｃ ポリエチレンテレフタラートは、テレフタル酸とエチレングリコールの縮合重合に

よって得られる。 

Ｄ 金属イオンを中心として、非共有電子対を持つ分子や陰イオンが配位結合したイオ

ンを錯イオンといい、配位結合している分子や陰イオンを配位子という。 

 

１ Ａ、Ｂ 

２ Ａ、Ｃ 

３ Ｂ、Ｃ 

４ Ｂ、Ｄ 

５ Ｃ、Ｄ 
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【問 １９】 

 

次の記述のＡ～Ｃに当てはまる語句の組合せとして、最も適当なものを次の１～５のう

ちから一つ選べ。 

 

  「令和７年版国土交通白書」によると、運輸業等では労働時間が他産業に比べて長く、

賃金も低い状態の中で、時間外労働の上限規制に関わるいわゆる「（ Ａ ）」に直面して

いる。「（ Ａ ）」とは、働き方改革関連法によってトラックドライバーの時間外労働時

間の上限が年間（ Ｂ ）時間に制限されることで発生する様々な問題の総称のことを示

す。 

また、他産業と比べて（ Ｃ ）が顕著であり、中長期的な担い手の確保・育成が喫

緊の課題である。 

 

 Ａ Ｂ Ｃ 

１ 2024年問題 1080 デジタル化の遅れ 

２ 2024年問題 960 高齢化 

３ 2030年問題 960 高齢化 

４ 2030年問題 960 デジタル化の遅れ 

５ 2024年問題 1080 高齢化 
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【問 ２０】 

 

2025年６月に内閣府が公表した「令和７年版 男女共同参画白書」に関する記述として、

最も適当なものを次の１～５のうちから一つ選べ。 

 

 １ 近年、若い世代が進学、就職、結婚等を機に地方から都市へ転出した後、特に女性に

おいて、都市に留まり地方へ戻らない傾向が強くなっている。 

 ２ 都道府県間移動率（都道府県を越えて移動した者の都道府県別人口に占める割合）を

みると、男女ともに 35歳をピークに、28歳から 30代で高くなっている。 

３ 全ての都道府県で、夫婦間の家事関連時間と仕事関連時間の差はほとんどなく、『男

性は仕事、女性は家庭』という性別による固定的な役割分担は解消されている。 

 ４ 都道府県議会における女性議員の割合は大阪府が 33.1％と最も高く、次いで東京都、

京都府である。 

 ５ 共働き世帯数の推移について、妻がフルタイム労働（週 35時間以上就業）の世帯数

数は、400～500万世帯と横ばいで推移してきたが、近年減少傾向にある。 

 

  



 

 

 


